
《ミニノー ト》

針状バリウムフェライ ト微粒子
AeicularBarium FerriteFineParticles

ANewPerpendicularMagneticRecordlmgMedium -

理 工 学 研 究 科 平 塚 信 之､柿 崎 浩 ｢ 藤 田 実
GradllateSchoolorScienceandEnglneering

NobuyukiHIRATSUKA,KoichiKAKIZAKIandMinoruFUJITA

AnewtypeacicularBaCoxTixFe】2ー2XOlけ(X-0-1.0)particleandtheircoatedfilmswere

prepared.Thehomogeneousmixturesofa-FeOOH,Ba(OH)2･8H20,Coacetylacetonate

andTiacetylacetonateweresinteredat900oCfor3hrsandthenquenched.

TheaspectratioofaboutlO-15didn'tdependontheamountofthesubstitution,Ⅹ.The

coerciveforcelinearlydecreasedwiththeincreaseofX.AsthesampleofX-0.7hadthe

coerciveforceofabout1Hoe,itisavailableforthepresentmagneticrecordingmedium.

ThemagnetizationofthesesampleswasunchangedwithXuntilX-0.7.

ThemixtureoftheacicularparticlesofX-0.7,dispersingagentandbinderresinswas

coatedonthepolyesterfilminthemagneticfieldof7KOeperpendiculartothefilm.Itwas

confirmedthatthelongaxisoftheacicularparticleswasparalleltothebasefilm bythe

TEM observationofthecrossISeCtionofthecoatedfilm.ThemagnetlCanisotropyof

acicularBaCoスTixFe122XO川film isinthedirectionperpendiculartothefilm.Theacicular

hexagonalferriteparticlesisapplicabletoaperpendicularmagneticrecordingmedium.

はじめに

コンピュータ計算に用いられる2進法に都合よ

く対応できる記録媒体としてN極とS極をもつ磁

石があるoこの小磁石を記録素子として無数に､

かつ撤密に並べて､テープあるいはディスクにす

ることにより､磁気記録媒体として広く実用され

ている｡

磁気記録における記録媒体 (磁気テープ ･磁気

ディスク)および磁気ヘッドによる記録および再

生のモデルをFig.1に示す｡電気信号を磁気ヘッ

ドのコイルに加えて､信号に対応した向きと強さ

をもった磁界に変換し､磁気ヘッドのギャップに

おける漏れ磁束によりテープを磁化し､記録するQ

逆に再生は､磁化されたテープの漏れ磁束が磁気

ヘッドのコイルを通ることにより生 じる誘導起電

圧を電気信号としてピックアップする｡

Write r◎ Reco,din｡C州 t
N,tBd.S′甘>一二一NS■-←･ーN

Read r㊥ou(p- 叫
一一>一一､ L-

'､′ V ､′′ ､′

†-N′N■一一一トSS.J++N′ ′N+++S∫S→-?/ヽ一㌧>--/ヽ I-<--/′ヽ､､->-.

/ノヽTIFig.1 Modelormagneticrecording.



情報量の増大､情報の高度化 ･高速化にとも

なって､この原理に基づく記録方式で､記録密度

(bit/cnf)を高める要求がますます強まり､最近

では従来の長手磁気記録方式よりも高密度化が可

能な垂直磁気記録方式が検討されている｡垂直磁

気記録方式■)では小磁石が媒休面に対し垂直方向

に磁化されるため､高密度化のために記録波長が

短くなっても長手記録方式のように磁化の反積が

なく､かえって磁化が安定する｡

現在､この垂直磁気記録用塗布型媒体として､

六角板状バリウムフェライト磁性粉が用いられて

いる2)｡しかし､この六角板状粒子は､その作製

工程がかなり複雑であり､また現在広く用いられ

ているγ-Fe20｡針状粒子に比べて塗布する際に

不均一になり､加えて分散性もよくない等の問題

がある｡そこで､著者等は､従来の針状粒子の塗

布技術を応用するために簡便な方法により針状バ

リウムフェライト微粒子を作製した3-1)｡しかし､

この針状バリウムフェライト微粒子は保磁力が約

3-4kOeもあり､現在広く用いられている磁気

ヘッドによる書き込み､読み出しが困難である｡

そこで､この針状バリウムフェライト微粒子中の

Fe3+イオンの一部をCoZ+イオンとTiHイオンに

より置換し､保磁力を制御することを試みた｡そ

の結果､Co2+及びTi4+イオンでFetl'イオンの一

部を置換することにより､針状を維持したまま保

磁力を約3,500-3000eまで制御することができ

たので､この磁性粉およびそれを用いて作製した

塗膜の磁気特性について報告する｡

針状バリウムフェライト微粒子の作製

針状比(長軸/短軸)33のα FeOOHにBa:Fe

-1:10となるようにBa(OH)2･8H20を加え､

これらを温水に溶かしてスラリー状の混合物にし

た.BaCoxTixFe.2ー2,OL｡組成において置換量

Ⅹが0,0.3,0.5,0.7,1.0となるように､エタ

ノールに溶かしたチタ二ルアセチルアセトナート

(C.｡HH0｡TiO)とコバル トアセチルアセ トナー

ト(Cl｡HL40dCo･2Ii20)を秤量し､前記の出発
原料に加え､十分に混合した｡このようにして作

製した5種類の混合物をそれぞれホットプレート

上で加熟したステンレス板の上に刷毛で塗り､凝

集しないように乾燥した｡次にこれらを電気炉中

で900℃で3時間､空気中で焼成した後､急冷し

て針状BaCoxTixFe.2_2ズ0.｡微粒子を作製した()
アセトンに少量の分散剤を溶かしたものに針状

BaCoxTixFe.2p2XO…微粒子を加え､十分に分散

させた後､バインダー樹脂を加え､さらによく混

合し塗料化して､ポリエステルフィルム上に塗布

した｡磁界中で配向を行う場合は､バインダー樹

脂が硬化する前に膜面に対して垂直方向に7kOe

の磁界を印加して配向した｡

実験結果

PhoL0.1は作製した置換量､Xの異なる5種類

の針状バリウムフェライト微粒子のうち､Ⅹ -0.

7の粒子形態のSEM写真を示す｡出発原料の針状

比は約33であるが､焼成による若干の凝集や焼結

があり､針状比は小さくなり､長軸約0.9〟m､

短軸約0.08〃m､針状比約11の針状粒子になる｡

また､微粒子の両端は丸くなっている｡Ⅹ-0.7

以外の粒子についても置換量Ⅹの増加とともに針

状比が若干小さくなる傾向があるが､針状比は10

-15と針状を維持していることが確認された｡
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Fig.2 丁)ependenceormagnetizationand

coerciveforceonX forBaCoxTix

FeL三一ZXOE｡Particles.

Fig.2はこれらの針状BaCoxTixFe.2_2XO.9微

粒子の磁化(M)および保磁力(Hc)の置換量Ⅹ依

存性を示す.保磁力は置換量Xの増加とともには

ほ直線的に減少し､Ⅹ -0.7のとき､現在用いら

れている磁気ヘッドによる書き込み､読み出しに

適した約1kOeの保磁力となる｡保磁力が直線的

に減少することは､BaFe.20川中のFeB+イオン

の一部が､添加したCo2十イオンとTi4+イオンに

よって置換されていることを示唆している｡磁化

は置換量Xの値にかかわらず約49emu/gではぼ

一定である｡これらのことから､Co2+イオンと

TiHイオンによる置換により針状バリウムフェ

ライトの磁化を下げることなく保磁力のみを任意

の値に制御できることが確認された｡

Fig.3は針状BaCoxTixFe】2ZXO.9微粒子のX

線回折図を示す｡いずれの試料も六万品バリウム

フェライト相 (○印)が大部分を占めているが､
若干のα-Fe20｡相 (△相)が残存している｡こ

のためFig.2に示した磁化値が小さい値となって

いる｡

また､作製した針状BaFe,20.9中のFe3+イオ

ンをCo2十イオンとTiHイオンによって置換 した

ときの磁化の熱的な安定性を調べるために､キュ
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ささの均一性が悪いために保磁力の分散が大きく

なること､および塗布技術､とりわけ配向技術が

不十分なためと考えられ､これらは今後の課題で

ある｡保磁力の値は約1.OkOeとなっており､現

在用いられている磁気ヘッドによる書き込み､読

み出しに適した値となっている｡
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XFig.4 DependenceofCurietemperatu

reon X for BaCoxTixFe.2-ZXO

.9particles.

TEMによりBaCoo.7Ti｡.7Fe川.60.9の

塗膜の断面を観察したところ短冊状のバリウムフ

ェライト微粒子の断面が観察され､針状粒子は長

軸がベースフィルム面に対してはば平行に配列し

ている｡このこととFig.5のM｣Ⅰ曲線より塗膜

の垂直方向が容易磁化方向であることを合わせて

考えると､粒子の長軸に垂直な方向に磁気異方性

があると考えられる｡

おわ

りに焼結法で作製した針状BaCoxTixFe.JZ_2XO

.9微粒子の磁気特性を調べた結果､以下のこと

がわかっ

た｡①置換量Xの値が変化しても､その針状比は

､約11前後で一定であり､針状を維持したままFeこ

ち+イオンの一部がCo2+イオンとTi4+イオンに

より置換された｡ ②置換量Xの値の増加とともに保磁力は直線

的に減少し､Ⅹ-0.7のときに磁気記録に適した約1

.0kOeの保磁力を得

た｡③CoZ+イオンとTiHイオンによる置換では

､磁化を下げることなく保磁力を制御することが

可能であ

る｡④微粒子の容易磁化軸は長軸に垂直な方向であ

る｡また､これらの針状BaCo.rTixFe.2_ZrO-i

)微粒子を含む塗料を磁場配向して得た塗膜は膜

面に対して垂直方向が容易磁化方向であり､垂直

磁気記録に適した塗膜であ

る｡以上述べたようにこの針状バリウムフェラ

イト微粒子は､新タイプの垂直磁気記録媒休とし

て将来性が期待される｡さらに微粒子の針状バリ

ウムフェライトを作製し､再生出力とビット密度

の向上と欠陥の低減をはかること､および磁気テ

ープ等の､塗膜に加工するときの分散状態の改善

が今後の課題である
｡
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